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「安政 三年 ：•：. 十一月の 十六 日と 覚えて います。 朝の 

どて 

七ッ (午前 四時) 頃に 神 田の 柳 原 堤の 近所に 火事が あ 

りまして ね。 なに、 四、 五軒 焼けで 済んだ のです が、 

その 辺に 知っている 家が あった もんです から、 薄つ 暗 

いうちに 見舞に 行って、 ちっとば かりお しゃべり をし 

て 家へ 帰って、 あさ 湯へ 飛び込んで、 それから あさ 飯 

を 食って いると、 もうかれ これ 五ッ (午前 八 時) 近く 

になり ましたろう。 そこへ 八丁 堀の 横 原と いう 旦那 

(同心) から 使が 来て、 わたくしに すぐ 来い と 云 うんで 



そどく ぎんみ 

お茶の水の 聖堂で 素読 吟味が 行なわれた。 素読 吟味と 

いうの は、 旗本 御家人の 子弟に 対する 学問の 試験で、 

身分の 高下 を 問わず、 武家の 子弟が 十二 三 歳になる と、 

一 度 は 必ず 聖堂 に 出て 四書 五経の 素読 吟味 を 受け る の 

が 其の 当時の 習慣で、 この 吟味 をと どこお リ なく 通過 

した 者で なければ 一 人前と は 云われない。 吟味の 前 月 

までに 組々 の 支配 頭へ 願書 を 出して おくと、 当日 五ッ 

半 (午前 九 時) までに 聖堂に 出頭せ よと いう 達が ある。 

それ を 受け取った 何十 人、 年に よって は 何百 人の 男の 

はやしず しょの かみ 

児が、 当日 打ち 揃って 聖堂の 南楼へ 出て、 林 図書 頭 を 

はじめと して 諸 儒者 列席の 前に 一 人ず つ 呼び出され、 



一 間 半 も ある 大きい 唐 机 の 前に 坐って 素読の 試験 を 

受ける ので ある。 成績 優等の ものに 対して は、 身分に 

応じて 反物 や 白銀の 賞与が 出た。 

出頭の 時刻 は五ッ 半と いうので あるが、 前々 からの 

習慣で、 吟味 をう ける 者 は 六ッ時 (午前 六 時) 頃まで 

に 聖堂の 門に はいるの を 例と していた ので、 屋敷の 遠 

い 者 は 夜の あけない うちから 家 を 出て 行かなければ な 

ら ない。 そうして、 いよいよ 吟味の はじまる 四ッ時 (午 

前 十 時) まで 待って いなければ ならない。 たとい 武家 

の 子供 だと 云っても、 ちょうど 十一 ニニの いたずら 盛リ 

が 大勢 一 度に 寄り合う ので あるから、 控え 所の さわぎ 



は 一 と 通りで ない の を、 勤番 支配の 役人 どもが 叱った 

リ賺 したりして 辛くも 取り鎮めて いるので ある。 子供 

たち は 身分に 応じて 羽二重の 黒紋 付の 小袖 を 着て、 

おめみえ つぎがみ しも 

御 目 見 以上の 家の 子 は 継 社 杯、 御 目 見 以下の 者 は 普通 

の 麻 社 杯 を 着けて いた。 

角 右衛門の 主人の 枠 杉 野 大三郎 もこと し 十三で 吟味 

の 願い を 出した。 大三郎 は 組 中で も 評判の 美少年で、 

かた * きぬ もえ， き 

黒の 肩 衣に 萠 黄の 袴と いう 継 社 杯 を 着けた 彼の 前髪 姿 

リきゃ 

は、 芝居で みる 忠臣蔵の カ弥 のように 美しかった。 

大身の 子息で あるから、 かれは 山 崎 平 助と いう 二十 七 

歳の 中小 姓と、 又 蔵と いう 中間と を 供に つれて 出た。 



裏四番 町の 屋敷 を 出た の は 当日の 七ッ (午前 四時) を 

少し 過ぎた 頃で、 尖った 寒さ は 眼に 泌 みるよう であつ 

た。 又 蔵 は 定紋 付きの 提灯 を ふり 照らして 先に 立った。 

三人の 草履 は 暁の 霜 を 踏んで 行った。 

水道 橋 を 渡っても、 冬の 夜 はま だ 明けなかった。 蒼 

ざめ た 星が 黒い 松の 上に 凍り 着いた ように 寂しく 光つ 

て、 鼠色の 靄につつ まれた お茶の水の 流れに は 水明 か 

リす らも 見えなかった。 ここら は 取り分けて 霜が 多い 

と 見えて、 高い 堤の 枯れ草 は 雪に 埋められ たように 

真っ白に 伏して、 どこ やらで 狐の 啼く 声が きこえた。 

三人 は 白い 息 を 吐きながら 堤に 沿うての ぼ つ てく ると、 



を 封 じさせた。 聖堂の 方へ は 大三郎 急病の 届け を 差し 

出して、 当日の 吟味 を 辞退す る ことにした。 平 助と 又 

蔵 は 無論に その 不調法 を きびしく 叱られた が、 主人 は 

物の分かった 人で あるので、 この 不調法の 家来 どもに 

い ちず せ 、_. ぱ 、, 

対して 一 途に ひどい 成敗 を 加えようと はしなかった。 

二人に 対して は、 せいぜい 心 をつ けて 一日 も 早く 枠の 

ゆくえ を 探し出せと 命令した。 

これ は 云う まで もない ことで、 平 助と 又 蔵と は 当然 

の 責任者と して、 是非とも 若殿の ゆくえ を 探し出さな 

ければ ならなかった。 彼等ば かりで なく、 屋敷 中の 者 

は みんな 手分け をして 心 当り を 探索す る ことと なった _ 



「なにぶん にも 屋敷の 名前に も かかわる こと。 くれぐ 

れも 隠密に おねがい 申す」 と、 角 右衛門 は 幾た びか 念 

を 押した。 

「かしこまりました」 

半 七 は 参考の ために 大三郎 の 人相 や 風俗 を 訊いた。 

あわせて その 性質 や 行状 をたず ねる と、 彼 は 五 歳から 

手習い を 始めて、 七 歳から 大学の 素読 を 習った。 読み 

書きと もに 質の よい 方で、 現に 今度の 吟味に も 四書 五 

経 い ずれ も 無 点 本 でお 試しに あずかりた いという 願書 

を 差し出した 程で あると、 角 右衛門 は 自慢そう に 話し 

た。 W しその 口ぶりに よると、 大三^ はそう いう 質の 



です よ」 と、 お 六 はから かうよう に 笑いながら、 連れ 

の 女の 背中 をた たいた。 

「あら、 いや だ」 と、 女 も 肩をすくめて 笑った。 

ねえ 

「姐さん は 何とい うんだ ね」 

「安ち やん …… 。 お 安さん というん です」 と、 お 六 は 

その 女の手 をと つて、 わざとら しく 半 七の 前に 突き出 

のろ 

した。 「親分さん、 ちっと 叱って やってく ださい。 惚 

けてば かりいて 仕方がな いんです から」 

「あら、 虛 、まっかり。 ま， ま. まま まま」 

いかに 人通りの 少ない 屋敷町で も、 往来の まん 中で 

ぉぞけ 

提 重の 惚気 を 聴かされて は 堪らない と、 半 七 も 怖 毛 を 



手 をして ぼんやりと 九 段の 坂 を 降りた。 

家へ 帰って 長火鉢の まえに 坐って、 灰 を 睨みながら 

じっと 考えて いるう ちに、 冬の 短い 日 はもう 暮れ か 

かった。 半 七 は 早く 夕飯 を 食って、 九 段の 長い 坂 を も 

う 一度 あがって、 裏四番 町の 横へ はいると、 どこの 屋 

いら か のろ 

敷の 甍も ゆうぐれの 寒い 色に 染められて、 呪いの 伝 

説 を もっている 朝顔 屋敷の 大きな 門 は空屋 のように 閉 

まっていた。 半 七 は 門番のお やじに そっと 声をかけて 

frt ヽ iy。 

1111 口 レ / 

「お 部屋の 又 蔵さん はいます かえ」 

又 蔵 はたった 今、 門番に ことわって 表へ 出た が、 きつ 



「それが 鎧 〔# 「燈」 は 底本で は 「鎧 匕 踏ん張り 精い つ 

ぱいと いうと ころ だ。 一 体 このあいだの 五両 はどうし 

た」 

「火消し 屋敷へ 行つ て みんな 取られて しまいました 

よ」 

みちばた む 

「博奕 は 止せよ。 路 端の 竹の子で、 身の 皮を剝 かれる 

ばかり だ。 馬鹿野郎」 

「いやもう、 一 言 もありません。 叱られながら こんな 

こと を 云つ ちゃ あ 何です が、 お前さん も 御 承知のお 安 

の 阿 魔、 あいつに この間から 春着 を ねだられて いるん 

くめん 

で、 わつ しも 男 だ、 なんとか 工面して やらな けり や あ」 



とが 山分けに したんだ から、 もう 云い 分 はねえ 害 だ」 

ニ^い 分 じゃあね え。 頼 むんで すよ」 と、 又 蔵 はしつ 

こく 口説いた。 「まあ、 何とかして おくん なせえ。 女 

に 責められて 全く 遣り 切れね えんだから。 お 前 さ ん 

だ つ て、 まんざら 覚えの ねえ ことで もあります めえ。 

ち つ と は 思いやりが あ つ て も 好い じゃありません か」 

相手が 黙って 取り合わな いので、 又 蔵 も 焦れ 出した 

らしい。 酔って いる 彼の 調子 は 少し 暴くな つた。 

「じゃあ、 どうしても いけね えんです かえ。 もうこう 

なり や 仕方が ねえ。 御用 人が けさ 八丁 堀へ 出かけた と 

いう こと だから、 わつ しも これから 八丁 堀へ 行って、 



なった ので ある。 それでも 平 助 はさす がに 武芸の たし 

なみが あるら しく、 相手 を 土の 上に ねじ伏せて、 雪駄 

をぬ いで 続け 打ちに なぐり 付けた。 

「河童 野郎。 八丁 堀へ でも、 葛 西の 源兵衛 堀へ でも 勝 

手に 行け。 おれ 達 は 渡り奉公の 人間 だ。 万一 事が 露れ 

たと ころで、 あと は 野と なれ、 屋敷 を 追ん 出れば それ 

で 済 むんだ。 口惜しけ リゃ あどう ともしろ」 

着物の 泥 を はたいて、 平 助 は悠々 と 立ち去つ てし 

まった。 なぐられて、 毒突かれて、 提 重の 色男 は 意気 

地 もな く 其処に 倒れて いた。 

「犬！^、 ひどく 器量が 悪い じゃあね え か」 と、 半 七 は 



溝から 這い あが つ て 声をかけた。 

「なに を 云 や あが るんだ。 うぬの 知った こと じゃあね 

え」 と、 又 蔵 は 面 を 膨らせ て 這い 起きた。 「ぐずぐず 云 

や あが る と 今度 は汝が 相手 だぞ 」 

「まあ、 いいや。 そんなに むきになるな」 と、 半 七 は 

えん ギ J 

笑った。 「どうだい、 縁 喜 直しに 一 杯 飲 もうじゃ ねえが。 

火消し 屋敷で 一度 や 二度 は 逢った こと も ある。 まんざ 

ら 知らね え 顔で もね え」 

手拭 をと つた 半 七の 顔 を、 月の 光りに 透かして みて 

又 蔵 はお どろいた。 

「や、 三 河 町 か」 



す。 その 人 はお 屋敷のお 長屋に 住まって いる 害です が 

…：- J 

角 右衛門 は 機械的に うなずいた。 

「そのお 長屋の 戸棚の なかに 若殿 様 は 隠れて おいでの 

害です。 三度の 喫リ物 は、 提 重のお 安と いう 女が 重箱 

に 忍ばせて、 外から 毎日 運んで いるそう です」 と、 半 

七 は 説明した。 

併し その 説明 だけで は、 二人の 腑に 落ちなかった。 

横 原 は 又き いた。 

「なぜ 又、 若殿 を そんなと ころに 隠して 置 くんだろう _ 

一 体、 誰が そんな こと を 考えたん だろう」 



「それ は 奥様のお 指図の ように 聞いて います」 

「奥様 …… 」 と、 角 右衛門 はいよ いよ 呆れた。 

すべてが 余りに 案外な ので、 いろいろの 経験に 富ん 

けむ 

でい る 横 原 も 煙に まかれた らしく、 大きい 眼 を 見 はつ 

たままで 木 偶の ように 黙って いた。 半 七 は つづいて 説 

明した。 

「まことに 失礼で，、， J ざ いますが、 お 屋敷 は 朝顔 屋敷： . 

…朝顔 を 大層お 嫌いな さるよう に 承って 居ります。 そ 

の 屋敷のお 庭に ことしの 夏、 白い 朝顔の 花が 咲き まし 

たそうで …… 」 

角 右衛門 は 苦い 顔 を し て 又うな ず いた。 



「つまり その 朝顔の 花が 今度の 事件の 起り で ございま 

す」 と、 半 七 は 云った。 

朝顔 の 花が 咲けば 必ず 家 に 凶事が あると いうので、 

屋敷の 人達 も 顔 を 陰らせた。 主人 は あまり そんな こと 

に 頓着し ない 気質で あるので、 ただ 笑って 済ませて し 

まった が、 奥方 は ひどく それ を 気に 病んで、 なに かの 

禍 いがなければ よいと 明け暮れに 案じて いるう ちに、 

先月の 末、 些細な ことから 奥方の 神経 を おびやか すよ 

うな 一 つの 事件が 出来-した。 

ある 日の ことで ある。 若殿 大三郎 が 中間の 又 蔵 を 供 

に 連れて、 赤 坂の 親類 をたず ねた。 その 帰りに 自分の 
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